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論文内容の要旨

(目的)

ラットに生後直ちに単眼摘出手術を施し，成長後に残存眼の視神経投射を調べてみると，同側投射の

線維数が増加し，対側投射のそれは減少している乙とがわかる。そのような可塑的変化をお乙した網膜

で，同側および対側投射を与える神経節細胞( ganglion cell :GC) が網膜上でどう分布しているかを

定める乙とが本研究の第一の目的である。更に，それらのGC の細胞体の大きさに変化があるかどうか

を調べるのが第二の目的である D

(方法)

本研究では. horseradish peroxidase (HR P) を一側の外側膝状体背側部( LGd) に注入し，それによ

ってGC の同側投射と対側投射とを区別する方法をとった。 GC が HRPで標識されるときは，その細胞

体の大きさも二次元投影として測定可能である。

実験動物として 6 匹の成熟ラットを用いた。そのうちの 2 匹は正常に成長したもので，残りの 4 匹は

生後 48 - 72 時間後に左眼摘出の手術をうけ，その後 15-20 週生存したものである。両種のラットを

ネンブターノレ麻酔のもとに脳定位装置に固定し. LGd'乙 HRP の 40 %溶液を電気泳動的に微量注入し

た。 48 時間の生存の後に，動物を左心室からまず生理食塩水で濯流し，次に1.25% グルタールアルデ

ヒドと 0.5% ノぐラフォノレムアルデヒドの混合液( 0.1 M リン酸緩衝)で濯流固定した。 直ちに網膜を摘

出し，ゼラチン塗沫スライドガラスの上に伸展し平板標本とした。そうなった標本を更に上記の固定剤

で 24 時間同定し，続いて 0.1 M リン酸緩衝液で 48 時間洗糠したのちに. DAB 反応を行なわせ HRP頼

粒を染色した。脳も網膜と同時に切り出し，凍結ミクロトームで 60μm の切片にした後. DAB 反応
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を行なわせた。脳切片および網膜平板標本のいずれも乾燥ののち， 0.1 ~ぢクレジル紫液で=染色し，アルコ

ールで順次脱水ののち封入検鏡した。

HRP で標識された GC の形態は， 840倍で描画装置により描記し，細胞体面積を画像解析装置により

計測した。

(結果)

1) HRP 注入部と標識細胞

注入部位でのHRP の広がりは，実験ごとに異なっていたが，多くは LGd内に限局していた。網膜で

は， HRP による標識の程度は細胞の大きさによって違っていたが，一般には，大きな細胞ほど HRP

頼粒が豊富で，樹状突起の広がりをよく認める乙とができた。

2) 標識細胞の網膜上分布

正常ラット:対側投射GC は網膜の全域にわたって存在するのに対し，同側投射GCは網膜の下方側

頭側および下方鼻側の四半部にのみ存在した。この所見は従来の報告と一致する。

単眼摘出ラット:対側投射GC は，網膜の下方側頭周辺になるに従って急速に密度が低下した。同側

投射GC は，正常ラットと同様に主として下方の側頭部または鼻側部に分布するがその密度は高く，ま

た上方部にもあらわれた。

3) 標識GC の細胞体の大きさ

下方側頭側網膜と鼻側網膜の周辺

3 分の l にあるGC について，細胞

体の大きさの計測を行なった。各部

での細胞体の大きさの平均値を示す

と，右表のようである。

乙の表をもとにして，以下のこと

が結論できる。 1) 対側投射 GC

下方鼻側部

下方側頭側部

正常ラット

単眼摘出ラット

正常ラット

単眼摘出ラット

対側投射GC 同側投射GC

165.4 177.2 

133.7 220.1 

166.4 185.9 

143.1 239.4 

単位 :μぱ

は，単眼摘出デットのものが正常ラットのものにくらべて小さい。 2) 反対に，同側投射GC は，単眼

摘出ラットのものが正常ラットのものより大きし '0 3) 同側投射GC は対側投射GC にくらべて大きい

が，両者の差は単眼摘出ラットにおいて著しい。 4) 上記の 3 項目は，下方鼻側網膜でも下方側頭側網

膜でも同様に認められる。

GC を大きさによって小細胞群 (140μぱ以下， s群)と中細胞群( 140-280μm2 ， M群)ならび

に大細胞群( 280μd 以上， L群)の三群にわけで，それらの相対比が正常ラットと単眼摘出ラットで

いかに異なるかを調べた。単眼摘出ラットでは，対側投射GC の S 群が増加し， M群が減少していた。

更に同側投射GC の L 群が増加し， s 群(時l乙M群も)が減少していることを知った。

(結論)

1) 新生期のラットの単眼摘出によって，残存眼の下方側頭側網膜および上方網膜の一部の GC が同

側の LGd 11:投射するようになる。

2) 単眼摘出ラットで同側の LGd へ軸索投射する GC は正常ラットにおけるよりも細胞体が大きく，
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逆に対側投射するものは正常ラットにおけるよりも小さい。

3) 以上，新生期単眼摘出によって，ラット網膜の GC は，その軸索投射および細胞体の大きさとも

に著しい可塑的変化を生じる乙とが明らかとなった。

論文の審査結果の要旨

新生期のラットに単眼摘出手術を施し，成長後に視神経投射を調べると，残存眼の同側投射線維の数

が増加し，対側投射のそれは減少している乙とが知られていた。 ζ の現象は新生期単眼摘出を施したラ

ットでは，生後発達の過程で本来対側に投射する筈の網膜神経節細胞の一部が同側視索へと迷入性投射

を生じたものと解釈される。

本論文は. HRP の逆行性軸索輸送による標識法を用い，その迷入性同側投射をした神経節細胞は主と

して下側頭部に分布する，中型ないし大型細胞である乙とを証明したもので，視神経の中枢投射におけ

る可塑性の機作の解明に大きく貢献した。
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